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THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report    

名 古 屋 み な と 

CREATE HOPE in the WORLD  世界に希望を生み出そう   R.I．会長 ゴードン・R・マッキナリー 

                                 

2023～2024

 

 
第 2695 回例会 №25 

2024年(令和6年)2月16日(金) 晴 
「奉仕の理想」 

承 認 1966 年 5 月 12 日 例会日 金曜日 12：30 
例会場 名古屋マリオットアソシアホテル 
事務局 TEL 052-221-7020 FAX 052-221-7023 

 E-Mail office@portnagoya-rc.com  
 URL http//www.portnagoya-rc.com 

会 長 柳澤 講次   幹 事 藤掛 誠一郎 

広報・雑誌・会報委員長 野崎  修 

 

出席報告 
会員 61名中 47名    出席率 77.05% 

○ビジター 名古屋空港 RC    伊東 由之君 
〇スピーカー プロキャディー   杉澤 伸章氏 

          

会長挨拶          会長 柳澤 講次君 

みなさんこんにちは、
今週はＩＭを含めるとミ
ーティングが 2 回ある週
です。一昨日のＩＭは一
応全員参加登録をしてあ
りますので、席はほぼほ
ぼ中央真ん中で、キープ
してありみなとの座席位
置がパンフに載っている 

ので、幹事と二人で、空席を気にしていましたが、ま
あまあかっこがつきほっとしました。 
講演会は冨山和彦先生の「ＧとＬの経済再生侵略」

とのテーマで最初は難しそうな話で眠くなりました
が、うとうとしながらでも聞いていると「変化への対
応」についての部分になってくると、目もしっかりさ
め 今まで自分なりの変化の対応はしてきたつもりで
したが、あまかったと反省する部分が多くありまし
た。この年になってもまだまだ勉強をしなければいけ
ないことを痛感させられました。とそんな非常に有意
義なＩＭでした。 
さて今日はプロキャディーの杉澤先生に卓話をして

いただきます。私はゴルフをやらないのでよく理解で
きていませんが、キャディーさんの役割はプレーヤー
にとって非常に奥深く重要な役割を持っていると聞い
ています。超一流のプレーヤーのキャディーをつとめ
た先生より、一流プレーヤーとどんなところが我々凡
人と違うのか、聞けることを楽しみにしています。宜
しくお願いします。 

ニコ BOX 

(IMご苦労様でした。杉澤先生、卓話よろしくお願い 
します)                柳澤会長 
(中村君、先日はご馳走頂きありがとうございました。 
杉澤伸章さん本日の卓話よろしくお願いいたします) 
                     藤掛幹事 
(中村君、先日の何でもやってみる同好会、釣り部 
会新年会ではお世話になりました。2次会ではごちそ 
うになりました。ありがとうございます)  三枝樹君 
(杉澤様今日はおこし頂きありがとうございます。卓 
話宜しくお願いします)          野崎君 
(前回 10年の表彰ありがとうございました) 

 加藤(嗣)君 
(先日の IMで司会をさせて頂きました。多くの皆さま 
がご心配されていたのでお答えしますと、ギャラは 
ちゃんと頂いておりますのでご安心ください) 

橋本(美)さん 
(中村君、先日はごちそうになりありがとうございま
した。たいへん楽しい時間でした)     野村君 
(中村君、先日はごちそうになり有り難うございまし
た。妻に立派な蘭を送っていただき有難うございまし 
た。大変喜んでおりました)         大矢君 
(中村君、先日はごちそうになりありがとうございま
した)                   林君 
(遅刻しました。すみません)        市野君 

                         
本日合計       22,000円 
累  計     1,312,620円 

mailto:office@portnagoya-rc.com
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幹事報告                藤掛 誠一郎君 

１．一昨日 2月 14日は西名古屋分区 I.Mに 33名が
出席されました。参加した会員の皆さん、大変お疲れ
様でした。途中で帰る方がほとんどいなかったことが
大変良かったです。今回欠席された会員は、メイクア
ップをお願いします。 
２．5月 11日(土)に開催される RFF（ロータリーフ
ードフェスティバル）の例会時間が朝 10時～15分
間となりました。皆さんのご参加をお待ちしておりま
す。 
３．先週行われました理事会の報告です。 
①クラブ戦略委員会改定案について、棚橋会長エレク
トから、クラブの中長期課題を整理・改善していくた
めに、現構成メンバーではなく、会長経験者で委員長
を決めて、2年任期で専門的に話し合える委員会にし
たいと提案があり、3月理事会で決議します。 
②能登半島地震について、義捐金はしばらく継続しま
す。金沢みなとロータリークラブと連絡を取り合い、
今年度、また来年度以降もどうするかを決めていきま
す。 
③ランドセルプロジェクトについて、現在 8個確保し
ましたが、まだまだ集めたいので皆さんのご協力をよ
ろしくお願いいたします。その他はWeeklyを参照し
てください。 
４．受付締め切りのご案内です。守山ロータリークラ
ブ 60周年記念特別公演は 19日(月)、ロータリー手
帳申し込みは 20日(火)、地区研修・協議会の出欠返
信は 22日(木)が締切です。早めの回答をお願いしま
す。 
５．ロータリーバッジの販売価格が 1,000円から
1,300円に変更になりました。 
 
以上です。 

卓話 

「プロキャディーに学ぶポジティブ思考法」 
            プロキャディー   杉澤 伸章氏 

今年で、プロキャディー
歴 25 年になりました。こ
れまで、たくさんの選手の
キャディーをさせて頂き
ました。丸山茂樹選手や宮
里優作選手など、延べ数に
して 50 名以上の選手のキ
ャディーをしてきました。
良い思い出もたくさん 

私が感じているのは「数」でいうと圧倒的に苦い思
い出になります。それでも、振り返ると良い人生だと
私は思っています。なぜでしょうか？ それは、良い
思い出の１回は、苦い思い出の１００回と比例するぐ 
らい、良い思い出の印象が強いのです。嬉しい事があ
るとあんなに辛かったと感じていたことも、忘れる事
ができるのですね。 
さて、私達キャディーのお仕事のご紹介をします。

月曜日はコースチェック、火曜日は練習ラウンド、水
曜日はプロアマ、木曜日～日曜日は試合、日曜日の夜
は次の会場に移動です。 
月曜日は、一人でコースを歩き戦略を考えます。選

手の持ち球や調子などを考えて、選手になったつもり
でコースと向き合います。特に、起きそうなミスを想
定します。失敗をする前提として、失敗して良い方向
やバンカー、絶対にしてはいけない失敗は何か？など
を考えながら歩きます。例えば、中日クラウンズが行
われる和合コースの１番ホール。右のラフは失敗して
も良いが、左のバンカーや林に入れてはいけない。バ
ンテリン東海クラシックが行われる三好カントリー倶
楽部の１６番パー３は、左の崖は絶対にしてはいけな
い失敗です。右のバンカーはむしろ狙い目となりま
す。 
火曜日は、選手と練習ラウンドをしながら、月曜日

の情報をアップデートします。私は３ウッドで守りの
マネジメントと感じたホールでも、選手が、「構えや
すい流れを作りたいからドライバーで行く」となれ
ば、そこはドライバーでのティーショットを選択しま
す。このとき、１８ホールのティーショットのクラブ
が決まれば OKです。木曜日からの試合の当日にバタ
バタしないよう、ある程度の戦略を立てます。 
水曜日は、プロアマ。スポンサー様方と楽しいラウ

ンドをします。そんな中、昨日決めた戦略を見直しな
がらホールを消化します。選手たちは、この地点で風
向きが変わった場合、ピンのポジションが難しい場
合、優しい場合など、色々なことを想定し始めていま
す。 
そして、木曜日から試合開始です。ここからは、基

本的な戦略を持ちつつも、状況によって臨機応変にマ
ネジメントしていきます。特に初日は、丁寧にプレー
をします。練習と試合では全く違う雰囲気になりま
す。 
 よくアマチュアの方が、練習場とコースでは違うと
言いますが、プロも同じような現象は起きます。その
ギャップをなるべく小さくするために私達キャディー
はいるのだと思います。スタート前の状況から選手の
状態を把握します。なんだか浮かない顔しているなと
か、逆にテンション高すぎるなとか、練習場で良い球
が出ているなとか、逆に全く思うようなスイングが出
来ていないな、など、選手の絶好調が１００%だとし
たら、精神的、技術的、それぞれ何%の状態かを把握
します。この時に、何%かわかったら、第三者が、そ
れを１００%に近づけようとすると思いますが、私 

ありますが、ほとんどが苦い思い出ばかりです。よく
辛い思いの数ほど良い思いをすると言いますが、その
言葉は適切ではない気もします。 
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は、その状態のままで良いと思っています。（厳密に
は今はその状態で良い） なぜなら、選手は本能的に
１００%に戻そうとするからです。そこで第三者が追
い討ちをかけたら、選手はオーバーヒートしてしまう
と思います。とはいえ、何もしないのも存在理由がな
いので、キャディーとしてすることは、まずは、自分
自身が【良い状態】でいることを心がけます。その上
で、なんでも話をして大丈夫だよ。という【オープン
な状態】を作ります。そうすると選手は、話しかけて
きます。最初はゴルフ以外のこと、徐々にゴルフのこ
と、などなど、会話の内容はなんでも良いのです。と
にかく話をすることで自分の声を耳で聞き「気づき」
が生まれるのです。自分自身が自分自身の良い状態に
なるためには自分自身の気づきや感覚が必要です。人
にいろいろ言われたからと言って調子が上がるわけで
はないと思います。 
ちなみに、スタート直前が何%かを把握出来たら、

そのパーセンテージの中でベストを尽くす戦略を考え
ます。例えば、５０%の場合、５０%の状態で出来る
戦略を立てます。例えば、ピンまで残り 150ヤード、
絶好調ならピンから４.５メートル以内を狙います。し
かし、本日は５０%なので、９メートル以内で良いわ
けです。その時、同じ９メートルでもグリーン上とグ
リーン外があるので、グリーン上の９メートル以内を
狙います。そうすれば、調子が違ってもスコアに大き
な変化は起きません。 
僕は「言う」のではなく「聞く」ことこそがアドバイ

スだと思っています。あの人いつも良いアドバイスく
れるよなーという方を想像してみてください。何人か
はいるはずです。そういう方は、基本、聞き上手じゃ
ないですか？ 
最後にポジティブ思考の話です。ここまで私が話を

して来たことは、基本「準備段階」の話です。つまり、
ポジティブにいるためには、どれだけ準備が出来てい
るかということです。その準備力を上げるコツは、「ネ
ガティブになる事」です。ネガティブになればなるほ
ど、心配事が増えます。そうすれば、あれもこれも調
べておこうとか、持っていこうとか、練習しておこう
となります。ネガティブになる事をマイナスに捉える
方も多いと思いますが、【ネガティブこそがポジティブ
の親】だと思います。私が経験して来た選手は、準備
力をとても大切にしていました。あらゆる失敗を想定
して試合に挑んでいます。アマチュアでもしないよう
なミスも、もし出たらどうする？？？など、常に想定
しています。 
ポジティブな状態を「どんな時も冷静」という言葉

に置き換えた時、なぜそれが出来るのかも同じ理由で
す。冷静でいられる理由は、どんな失敗も、想定内に
あるからです。そして、その際の対応策を検討済みで
あることから、冷静に対応出来るのです。それでも世
の中絶対大丈夫はないです。なので、ある程度準備出
来たら、実戦に挑み、あとは臨機応変に対応するとい
う柔軟性が必要です。その実践で得た経験を、次のネ
ガティブ要素にして、研究していくことの繰り返しだ
と思います。 

ゴルフはどんなスポーツか聞かれたら、私は、「リカ
バリーゲーム」だと答えます。つまり、失敗が前提に
あり、それをリカバリーしていくことでスコアを作り
ます。その状態を楽しいと思えるようになるまで、し
っかり準備をする事をお勧めします。 
今日のお話が、スタート 30分前にコースについて、

練習せずにスタートして、首を傾げているアマチュア
の方に届けば嬉しいです（笑） 

と き  令和 6年 2月 16日 18：30～ 
ところ  ホテルオークラレストラン名古屋 

「中国料理 桃花林」 
名古屋市東区東桜 1丁目 14-25 
テレピア 14階 

出席者  リーダー 棚橋 
サブリーダー  中井（報告者） 
岡本、菅、橋本(修)、渡邊、野村、 
嶋田、大野 
          9名（敬称略） 

 
棚橋リーダーから家庭集会の意義をお話しいただ

き、岡本君の乾杯のご発声で開催しました。名古屋み
なとロータリークラブ特注の「ナガセスペシャル」で 
美味しい食事を堪能し、リラックスした雰囲気で先輩
方々から世代問わず交流していただき、大変楽しい会
になりました。 
また渡邉君からは現在の会員で、より絆をつくるこ

とが大事ではないかとの貴重なご意見もうかがえ充
実した時間を過ごせました。 
最後は菅君の締めのご挨拶で全委員笑顔の中、終了

しました。 

F グループ家庭集会報告                  
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月 日 今後の例会予定 

2 23 例会変更 
西名古屋分区 IM 2/14(水) 

3 

1 
港友例会 
新入会員自己紹介 大野 正博君 
17F「コスモス」 

8 

卓話 
名古屋中央 RAC代表 
会長 大坪 和樹君 
17F「コスモス」 

15 休会 

22 

卓話 
元 JAL機長（神奈川工科大学教授） 
丸山 佳男氏 
17F「コスモス」 

29 

卓話 
株式会社 FM BIRD 代表取締役 
長倉シュタッフ牧子氏 
17F「コスモス」 

4 

5 
港友例会 
新入会員自己紹介 嶋田 憲三君 
17F「コスモス」 

12 創立 58 周年記念例会 
(Partnerʼs Night) 

19 
例会変更 
RFF 5/10-11 
（5/11 会場で例会） 

26 休会 


	THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA
	Weekly Report

